
一
八
六
二
年

ロ
ン
ド

ン
万
国
博
覧
会
場

の
幕
末
使
節
団

(
一
)

松

村

昌

家

要

旨
幕
末
に

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国

に
向
け
て

の
使
節
団
派
遣

の
お
膳
立
て
を
し
た
駐
日
英
国
公
使

オ
ー

ル

コ
ッ
ク
は
、

そ
の
準
備

の
過
程
で
、
外
交
問
題
と

は
直
接

に
関

係

の
な

い
二

つ
の
プ
ラ

ン
を
練

っ
て

い
た
。

一
つ
は
、

一
八
六
二
年
五
月

一
日
に
行
わ
れ
る
第
二
回

ロ
ン
ド

ン
万
国
博
覧
会

の
開
会
式
典

に
、
使
節
団

の
代
表
数
名

⑬

を
送
り

こ
む
こ
と
。
そ
し
て
万
博
会
場
に
日
本
製
品
を
展
示
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

日
本

に
対
す
る
イ
ギ

リ
ス
側

の
関
心
を
引
き

つ
け
る

こ
と
。

二

つ
と
も
日
英
交

q

流
史
に
お
け

る
画
期
的
な
出
来
事
で
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
あ
ま
り
注
目
さ
れ
た
形
跡
が
な

い
。

本

稿
で
は
、
六
二
年
万
博
開
会
式
典

に
臨

ん
だ
七
名

の
使
節
団
代
表
者

た
ち

の
、
文
字
ど
お
り

の
異
国
体
験
に
注
目
す
る
と
と
も

に
、

こ
の
日
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン

ス
と
し
て
仕
組
ま
れ
た

「
ピ
ク
チ

ャ
ー

・
ギ

ャ
ラ
リ
ー
ズ

へ
の
大
行
進
」

が
、

い
か
な
る
も
の
で
あ

っ
た
か
を
解
き
明
か
す
。
特
に

「
ピ
ク
チ

ャ
ー

・
ギ

ャ
ラ
リ
ー

ズ
」

は
、
イ
ギ
リ

ス
に
お
け

る
万
博
文
化
史

の
な

か
で
、
き
わ
め
て
重
要
な
意

味
を
も

っ
て

い
る

の
だ
。

日
本

か
ら
送
ら
れ
た
展
示
品
は
、
大
部
分

が
オ
ー

ル
コ
ッ
ク

の
蒐
集

に
な
る
も

の
で
あ

っ
た
と
は

い
え
、
万
博

に
お
け
る
日
本
の
初
参
加

で
あ

っ
た

こ
と
に
変
わ

り
は
な

い
。

こ
れ
を
使
節
自
身
は
ど
う
見

た
の
か
、
そ
し

て
イ
ギ
リ

ス
側

か
ら

の
評
価

は
ど
う

で
あ

っ
た
の
か
。

や
は
り
見
逃
し
て
は
な
ら
な

い
興
味
深

い
日
英
交

流
史

の
ひ
と

こ
ま
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

"
日
英
交
流

の
幕
開
き
、
万
博
会
場

の
七
人

の
サ

ム
ラ
イ
、

ジ
ャ
ポ

ニ
ズ

ム

へ
の
第

一
歩



一
入
六
二
年

ロ
ン
ド
ン
万
国
博
覧
会
場

の
幕
末
使
節

団

(
一
)

一

は
じ

め

に

　
　
　

一
入
五

一
年

に
世

界
初

の
万
国

博
覧
会
を
開

い
て
大
成
功
を
収

め
た
あ

と
、
そ

の
推

進
役

の
役
割
を

果

た
し

た
イ
ギ

リ

ス
美
術

協
会

(↓
ゴ
o

ω
0
9
①
蔓

9

>
答
ω
)

は
、
十
年
後
を
目
標

と
し

た
第
二
回

ロ
ン
ド

ン
万
国
博
覧
会
開
催

の
計
画
を
練
り
始

め
た
。

ア

ル
バ
ー
ト
公
を
総
裁

と
し

て
設
立
さ
れ
て

い
た
王
立
委
員

会
が
中
心

に
な

っ
て
、
準
備
を
進
め
る
な
か

で
、

一
八
五
九
年
五
月

に
フ
ラ

ン
ス
ー
オ
ー

ス
ト
リ
ア
戦
争
が
起

こ
り
、
国
際
的
規
模

で
の
万
博
開
催

の
見
通
し

が
立

た
な
く
な

っ
た
。

そ

の
た
め
に
、

一
入
六

一
年
に
予
定
さ
れ
て
い
た

ロ
ン
ド

ン
万
博

の
開
催

は
、
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

し
か
し
問
題

の
仏
填
戦
争

は
、
そ

の
年

の
六
月
に
終
結
し
、
し
た
が

っ
て

ロ
ン
ド

ン
万
博

(]りげ
〇
一ご
樽O
『
コ
蝉
口
O
コ
⇔
一
]円
×
ゴ
回び
幽け
幽O
コ
)

は

一
年
お
く
ら
せ
る
だ
け

で
、

一
八
六
二
年
五
月

一
日
を
期
し

て
開
幕
す

る
こ
と
に
な

っ
た
。
会
期
は
五
月

一
日
か
ら
十

一
月
ま

で
の
二
十
七
週
間
。
実
質

一
五
九

日
で
、
五

一
年
万
博
よ
り
十
入

日
長

か

っ
た
。

。9q

そ
こ
で
ま
ず
は
、
六
二
年
万
博

の
用
地
や
会
場
等

に

つ
い
て
、
簡
単

に
紹
介
し

て
お
く

こ
と
に
し
よ
う
。

ク
リ
ス
タ
ル
　
パ
レ
ス

第

一
回

ロ
ン
ド

ン
万
博

は
、

ハ
イ
ド

・
パ
ー
ク

の
ロ
ッ
ト

ン

・
ロ
ウ
に
建
設

さ
れ
た
水

晶

宮
を
会
場
と
し
て
開
催

さ
れ
た
が
、
六
二
年
万
博
会
場
が
造

ら
れ
た

の
は
、
サ
ウ

ス

・
ケ

ン
ジ
ン
ト

ン
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

・
ア

ン
ド

・
ア

ル
バ
ー
ト
博
物
館

の
西
側

に
広

が
る
土
地

だ

(図

1
)
。
五

一
年
万
博

の
収
益
金

の

一
部
を
投

じ
て
購
入
し
た
約
三
九

工
i
カ
ー

の
土
地
で
、
現
在

で
は
自
然
史
博
物
館
、
地
質
博
物
館
、
帝
国
科
学
技
術
医
学
専
門
学
校
等

が
立
ち
並

ん
で

い
る
。
全
体

の
土
地

面
積

の
う

ち
、
約
五
分

の
三
に
相
当
す
る
二
二

・
五

工
ー
カ
ー
を
、
王
立
園
芸
協
会

が
年

一
度

の
花
博
覧
会
を
開
催
す
る
た
め
に
借
り

て
い
た
。

図
に
見
る
よ
う

に
、
王
立
園
芸
協
会

の
借
地
に
隣
接
す
る
約

}
六

・
五

工
i
ヵ
1

の
土
地
が
万
博
用
地
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

た
だ
し
、
万
博
会

場

の
建
設

に
際
し

て
は
、

で
き
る
だ
け
広

い
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
す
る
た
め
に
、
王
立
園
芸
協
会
庭
園

の
東
西
両
側

に
造
ら
れ
て

い
た
ア
ー

ヶ
ー
ド
と
道
路
と
の
間

に

も
屋
根
を
は

っ
て
、
主
と
し
て
機
械
類
を
展
示
す
る
た
め
の
空
間
が
付
設
さ
れ
た
。

で
は
、

こ
の
サ
ウ

ス

・
ケ

ン
ジ

ン
ト

ン
の
地

に
は
、

ど
の
よ
う

な
形

の
万
博
会
場

の
建
物

が
出
現
し

た
の
か
。

『
一
入

六
二
年
万
国
博
覧
会
図
解

カ
タ

ロ
グ
』
第

一
巻

口
絵
を
転
写
し

て
、
そ

の
全
体
像
を
見

て

い
た
だ
く

こ
と
に
し
よ
う

(
図
2
)
。
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]
八
六
二
年

ロ
ン
ド

ン
万
国
博
覧
会
場

の
幕
末
使
節
団

(
一
)

こ
の
万
博
会
場

の
設
計
を
担
当
し
た

の
は
、

フ
ラ

ン
シ
ス

.

フ
ォ
ウ
ク

(
一
八
二
一ニ
ー
六
五
)
ー

英
国
陸
軍
工
丘
ハ
隊
大
尉

と
し
て
の
実
績
を
も

っ
て

い
た
こ
と
か
ち
、
キ

ャ
プ

テ
ン

・
フ

ォ
ウ
ク
と
呼
ば
れ
る
人
物

で
あ
る
。
政
府

の
科
学

・
芸
術
部
門

の
建
築
家
と
し

て
、

エ
デ
ィ

ン
バ
ラ
科
学

・
芸
術
博
物
館
を
設

計
し
、
五

一
年
万
博
後

に
購
入
さ
れ
た
広
大
な

土
地

に
お
け
る

全
建
設
事
業

の
監
督

の
任
を
委
嘱
さ
れ
た
委
員

の

一
人

で
も
あ

っ
た
。

一
見
し

て
分
か
る
よ
う

に
、

こ
の
建
物
は
水

晶
宮

の
よ
う

に

ガ
ラ

ス
張
り

で
は
な
く
て
、
高

い
煉
瓦

の
壁
に
よ

っ
て
周
囲
が

め
ぐ
ら
さ
れ
て

い
る
。
先

に
述

べ
た
付
設
部
分

を
除

い
た
メ
イ

ン

・
ビ

ル
デ
ィ

ン
グ
に

つ
い
て
言
え
ば
、
東
西

の
前

面
が
そ
れ

ぞ
れ
大
体

二
三
〇

メ
ー
ト

ル
、
南
側
正
面
が
約

三
五
〇
メ
ー
ト

ル
の
長
方
形
を
な
し
、
東

と
西

に
高

さ
約
七
九

メ
ー
ト

ル
の
ド

ー
ム
が
そ
び
え
て

い
る
。
内
側
か
ら
見
れ
ば
、

こ
の
ド
ー

ム
と

ド
ー

ム
の
間

が
身
廊
と
な

っ
て
い
る
。
ま

た
そ
れ
ぞ
れ

の
ド
:

ム
か
ら
南
前
面
に
向
け
て
約

=

一
メ
ー
ト

ル
の
袖
廊

が
渡
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
建
物

の
構
造

に
つ
い
て
特

に
注
目
す

べ
き
点

は
、
南
正
面
が

「
ピ
ク
チ

ャ
ー

・
ギ

ャ
ラ
リ
ー
ズ

入
口
」
と
な

っ
て

い
る

こ
と
だ
が
、

こ
れ
に

つ
い
て
は
、
あ

と
か
ら
述

べ
る
。

(105)



一
入
六
二
年

ロ
ン
ド
ン
万
国
博
覧
会
場
の
幕
末
使
節
団

図262年 万博会場の建物 南側正面(ピ クチ ャー ・ギャラ リーズ入 ロ)

(
こ

こ
こ
で
は
、
建
物

の
建
造

が
大
方
完
成
し

て
、
請
負
業

の
ケ

ル
ク
、

ル
ー
カ

ス
両
社

か
ら
正
式

に
王
立
委
員
会

に

引
き
渡

さ
れ
た
の
が
、

】
入
六
二
年

二
月
十
二
日
で
あ

っ
た
こ
と
に
、
注
意
を
向
け

て
お
き
た

い
。

と

い
う

の
は
、

イ
ギ
リ

ス
に
お
け
る
六
二
年
万
博
開
催

に
向
け

て
の
、

こ
の
よ
う
な
進
捗
状
況
は
、
幕
末
遣
欧
使
節
団

の
出
国

日

程
と
因
果
関
係
を
な
し

て
い
た
と
言

っ
て
も
よ

い
ほ
ど
に
密
接
に
結

び
つ
い
て
い
た
か
ら

で
あ

る
。
五
月

一
日
の

開
幕
ま
で
の
期
間
が
少
し
ず

つ
縮
ま
る

に
つ
れ
て
、
使
節
団
派
遣

の
仲
介
役
を

つ
と
め

た
駐

日
公
使

の
ラ
ザ

フ
ォ

ー
ド

・
オ
ー

ル
コ
ッ
ク
と
、
使
節
団

の
案
内
役
を
担

っ
た
ジ

ョ
ン

・
マ
ク
ド
ナ

ル
ド
は
、
出
発
準
備

の
も

た

つ
き

に
焦
燥
感

を

つ
の
ら

せ
て
い
た
。

二

万
博
開
会
式
場

の
七
人

の
サ

ム
ラ
イ

竹
内
下
野
守

(
正
使

・
特
命
全
権

公
使
)
、
松
平
石
見
守

(副
使

・
第

二
全
権

公
使
)
、
京
極
能
登
守

(目
付

・

(
2
)

第
三
全
権

公
使
)
以
下
三
十
六
名
か
ら
成

る
幕
末
遣
欧
使
節
団

が
、
イ
ギ
リ

ス
の
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
オ
ー

デ
ィ

ン
号

に
乗

っ
て
品
川
沖
を
出
帆

し
た
の
は

一
八
六

二
年

一
月
二
十

一
日

(文
久
元
年
十

二
月

二
十

二
日
)
、
そ
し
て
ホ

ン
コ
ン

・
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、

ア
デ

ン
、

ス
エ
ズ
、
ア

レ
ク
ザ

ン
ド
リ
ア
、

マ
ル
タ
島
、

マ
ル
セ
ー

ユ
、

パ
り
、
カ

レ
ー
、
ド
ー
ヴ

ァ
ー
を
経
て
四
月
三
十

日
に

ロ
ン
ド

ン
に
着

い
た
。

通
訳
係

の

一
人
と
し
て
使
節
団

に
随
行

し
た
福

沢
諭
吉

は
、

『西
航
記
』
四
月
二
日

(太
陽
暦
四
月

三
十
日
。

以
下
必
要
な
場
合
を
除

い
て
日
付

は
太
陽
暦
に
統

]
)

の
項
に
、

イ

ギ

リ

ス

朝
九
時
、
カ

レ
ー
を
発
し
、
仏
政
府

の
小
軍
艦

コ
ル
ス
に
乗
じ
、
第

一
時
、
英
吉
利

の
南
岸
ド
ー
ヴ

ル
に
着
。

ロ
ン
ド
ン

(中
略
)
ド
ー
ヴ

ル
の
旅
館

に
て
午
食
し
、
火
輪
車
に
て
夕
第

六
時
、
竜
動
え
着
。
旅
館

は
ブ

ル
ッ
ク

・
ス
ト

{los)



リ
ー

鯛
カ
ラ
レ
↓

ホ
テ
幽

と
奉

(三

二
)

と
書

い
て

い
る
。

こ

こ
に

い
う

「
カ

ラ

レ
ー

ジ
ホ

テ

ル
」

と

は
、

当

時

に
お

い
て

は

ロ
ン
ド

ン
最

高

級

の

「
ク

ラ

リ

ッ
ジ

ズ

・
ホ

テ

ル
」

の
こ
と

だ

が
、
使

節

団

の

ロ
ン
ド

ン
入

り

に
関

し

て
も

う

一
つ
念

の
た

め
に

つ
け

加

え

て

お

き

た

い
こ

と

が
あ

る
。

そ
れ

は
福

沢

の

『
西
航

記

』

六

月

十

二

日

の
項

に
記

さ

れ

て

い
る
よ
う

に
、

一
行

が
ド

ー

ヴ

ァ
ー

か
ら

ロ
ン
ド

ン
に
着

い
た

の
も

、

ま

た
所

定

の
任

務

を
終

え

て

ロ
ン
ド

ン
を

離

れ

る
と

き

に
汽

車

に
乗

っ
た

の
も

「
ブ

リ

ッ
キ

レ
ー

エ
ル

ス

・
ア

ル

ム
ス
」

l
l
-す
な

わ

ち
ブ

リ

ッ
ク

レ
イ

ヤ
ー

ズ

・
ア
ー

ム
ズ
駅

だ

っ
た

と

い
う

こ
と

で
あ

る

。

ブ

リ

ッ
ク

レ
イ

ヤ
ー

ズ

・
ア

ー

ム
ズ

と

い
う

奇

妙

な

名
前

の
駅

は
、

テ

ム
ズ

川

の
南
、

ロ
ン
ド

ン

・
ブ

リ

ッ
ジ
鉄

道

駅

か
ら

さ
ら

に
南

東

へ
下

っ
た

ひ

と

こ
ろ

の

バ
ー

モ

ン
ジ
ー

と

い
う

地
域

の
西
寄

り

に
あ

る
。

ロ

ン
ド

ン

に
あ

っ
て
は
辺

鄙
な

区

域

で
あ

っ
た
。

副
使

松

平

石
見

守

の
従

者

と
し

て
随

行

し

た
市

川

渡

(清

流

)

ロ
ン
ド
ン

が

『尾
縄
欧
行
漫
録
』

の
中

で
、

「是

マ
テ
経
歴

セ
シ
各

土
内

二
於
ケ

ル
如
此
地
味
ノ
宜

ハ
未
タ
曾

テ
見
サ

ル
所
ナ

リ
。
申
碑
後

〔
午
後
四
時
す
ぎ
〕
蘭
噸
著
。
東

ノ
方
ノ
街

ロ
ヨ
リ
入
市
中
。
中

凡
十
五
六
丁

一
河

ア
リ
、
幅
七
十
間
許
石
橋
ヲ
架

シ
タ
リ
。
過

テ
又
三
四
丁

ニ
シ
テ

『ブ

ル
ツ
カ

ス
、

ツ
リ
ー
ド
、

カ

レ
ー

ジ
ス
』

ホ
ー
テ

ル

ニ
著
」

(三
五
〇
)
と
書

き
記

し
て

い
る

の
は
、
ブ

リ

ッ
ク

レ
イ

ヤ
ー
ズ

・
ア
ー

ム
ズ
駅

か
ら

ロ
ン
ド

ン
橋

を
渡
り
、
シ
テ
ィ
を
通

り
抜
け

て
ウ

ェ
ス

ト

・
エ
ン
ド

の
ブ

ル
ッ
ク

・
ス
ト
リ
ー
ト
に
至

る
行
程
を
略
述
し

た
も

の
と
し
て
、
興
味
深

い
。

こ
の
駅
は
、

一
八
四
四
年

に
サ
ウ

ス

・
イ
ー

ス
タ

ン
鉄
道

と
ク

ロ
イ
ド

ン
鉄
道

の
タ
ー

ミ
ナ

ル
と
し
て
建
設
さ
れ
た
が
、
そ

の
後
ま
も
な
く

ロ
ン
ド

ン

・
ブ
リ

ッ

ジ
駅
か
使
わ
れ
る
よ
う

に
な

っ
て
か
ら
は
、
荷
物
専
用
駅
に
転
じ

た
。
し
か
し
、
サ
ウ

ス

・
イ
ー

ス
タ

ン
鉄
道

が
延
長
さ
れ
、
テ

ム
ズ
川
を
北

へ
渡

っ
た
と

こ
ろ
に

チ

ャ
リ

ン
グ

・
ク

ロ
ス
駅

が
開
設

(
一
入
六
四
)

さ
れ
る
ま
で
の
約
二
〇
年
間
、
ブ
リ

ッ
ク

レ
イ

ヤ
ー
ズ

・
ア
ー

ム
ズ
駅

は
、
外
国
か
ら

の
要

人
た
ち

の
た
め

の

ロ

ン
ド

ン
の
玄
関

口
と
な

っ
て
い
た
。
幕
府
使
節
団
を
乗
せ
た
ド
ー
ヴ

ァ
ー
発

の
特
別
列
車

の
ロ
ン
ド

ン
終
着
駅

は
、
当
然
ブ
リ

ッ
ク

レ
イ
ヤ
ー
ズ

・
ア
ー

ム
ズ

で
な

け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ

る
。
ブ
リ

ッ
ク

レ
イ

ヤ
ー
ズ

・
ア
ー

ム
ズ
駅
は
、
王
族

の
海
外
旅
行

の
発
着
駅

に
も
な

っ
て
い
た
が
、

一
八
六
三
年
に
、
デ

ン
マ
ー

ク

の
ア
レ
ク
ザ

ン
ド
ラ
王
女
が
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ

ア
女
王

の
皇
太
子
妃
と
し

て
イ
ギ
リ

ス
に
渡

っ
て
き
た
と
き

に
大
群
衆

の
歓
迎
を
受
け
た
の
も

こ
の
駅

で
あ

っ
た
。

夕
方

の
六
時
頃
に
ク
ラ
リ

ッ
ジ
ズ

・
ホ
テ

ル
に
着

い
た
使
節
団

一
行

は
、
出
国
以
来
彼
ら
の
案
内
役
を

つ
と
め
た
ジ

ョ
ン

・
マ
ク
ド
ナ

ル
ド
の
言
葉

を
借
り
て
言

一
入
六
二
年
ロ
ン
ド
ン
万
国
博
覧
会
場
の
幕
末
使
節
団

(
一
〉
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一
八
六
二
年

ロ
ン
ド

ン
万
国
博
覧
会
場
の
幕
末
使
節
団

(
一
)

え
ば

、

「
や

っ
と
目

的

地

に
着

い
た

と

い
う

安
堵

感

に
ひ

た

っ
て

い
た
。

と

い
う

の
も
、

道

中

の
疲

れ

や

い
ろ

い
ろ
な

場

で

の
挨

拶

、

演

説

、

紹
介

な

ど

で
、
気

の

(
3
V

毒
に
も
頭
が
ふ
ら

ふ
ら

に
な
る
状
態

に
な

っ
て
い
た
か
ら

で
あ

る
。
」

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
夜
明
け

て
五
月

一
日
に
は
、
三
使

ほ
か
四
名

の
者

が
、
万
国
博
覧
会
開
会
式
典

に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
初

め
て
の
国
際
的

な
大
舞
台
に
登
場
す

る
に
し
て
は
、
あ
ま
り
に
も
あ

わ
た
だ
し

い
ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
だ

っ
た
と
思
わ
ざ
る
を
得
な

い
の
だ
が
、

そ
れ

に
は
そ
も
そ
も
国
際
感
覚
な

ど
と

は
ほ
と
ん
ど
無
縁

で
あ

っ
た
使
節
団

に
と

っ
て
は
、

や
む
を
得
な

い
事
情

が
あ

っ
た

の
で
あ
る
。

イ
ギ
リ

ス
の
初
代

駐
日
公
使
と
し
て
、
幕
府

の
使
節
団
派
遣

の
お
膳

立
て
を
し
た
ラ
ザ

フ
ォ
ー
ド

・
オ
ー

ル

コ
ッ
ク

(
一
入
〇
九
r
九
七
)

に
よ
れ
ば
、

一
入
六

二
年

一
月
末
に
は
、

一
行

の
出
発
準
備

の
最
終
段
階
に
入

っ
て

い
た
。

し
か
し
、
彼
ら
が
オ
ー
デ
ィ
ン
号

に
乗
り
こ
む
ま
で
に
、

い
や
乗

り

こ
ん
で
か
ら
も

い
ろ

い

ろ
な
も

た

つ
き
が
あ

っ
て
、
少
な
く
と
も
二
十

日
間

の
お
く
れ
が
生
じ
た

の
で
あ

っ
た

(～
NO
一゚
同押

O
げ
螢
b
°
一
〇
)
。
江
戸
か
ら

ロ
ン
ド

ン
ま
で
使
節

団

の
付
添
案
内
役

を
依
嘱

さ
れ
た
ジ

ョ
ン

・
マ
ク
ド
ナ

ル
ド
は
、
そ

の
間

の
苛
立
ち
を

「
エ
ド

か
ら

ロ
ン
ド

ン
ま
で
」

の
中

で
、
次

の
よ
う

に
表
現
し

て
い
る
。

こ
の
よ
う

な
事

の
進
め
方
は
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
全
く
説

明
が

つ
か
な

い
。

が
、

日
本

で
は
身
分

の
高

い
低

い
に
か
か
わ
ら
ず
、
時
間

の
価
値
に

つ
い
て
完
全

に
無
頓
着
な

の
が
実
情
な

の
だ
。

(中
略
)
イ
ギ
リ

ス
人
に
と

っ
て
、
彼
ら

の
時
間

の
観
念

の
欠
如

ほ
ど
や
り
き
れ
な

い
も

の
は
な

い
。
あ
ら
ゆ
る
階
級
を
通
じ

て

こ
う

い
う
あ

り
さ
ま
で
あ
る
。
サ
ー

・
ラ
ザ
ー

フ
ォ
ー
ド

・
オ
ー

ル

コ
ッ
ク

(英
国
公
使
)

と
幕
府

と
の
あ

い
だ
で
の
取
り
決

め
で
は
、
使
節
団
は

一
月

一
日

に

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

へ
向
け

て
出
発
す

る
は
ず

で
あ

っ
た
。
そ
れ
が
二
十

一
日
と

い
う

よ
り

は
、
二
十
二
日

の
朝
ま
で
引
き

の
ば
さ
れ

た
の
で
あ

る
。
に
も

か
か
わ
ら

ず
、
彼
ら
は
あ

わ
た
だ
し
く
急

き
た
て
ら
れ
る
の
が
嫌

で
、

さ
か
ん
に
愚
痴
を

こ
ぼ
す

の
で
あ

っ
た
。

(六
〇
四
)

(cos)

一
八
六
二
年
五
月

一
日
ー

六
二
年
万
博
開
幕

の
日
、
朝

の
う
ち

は
雨
だ

っ
た
が
し

だ

い
に
快
晴

の
天
気

と
な

っ
た
。
「
天

は
あ

た
か
も
」
万
博
開
催

の
王
立
委

 員
会
総
裁

で
あ
り
な
が
ら
、
惜
し
く
も
前
年
十

二
月
に
逝
去
し
た
ア
ル
バ
ー
ト
公
を
偲
ん
で

「初

め
の
う

ち
は
泣

い
て
い
た
が
、
す
ぐ

に
涙

を
ぬ
ぐ

い
、
陽
気
な
勝

利

の
輝
か
し

い
微
笑
を
満
面

に
浮
か
べ
た
か

の
よ
う

で
あ

っ
た
」
と
、
五
月

十
日
付

の

『
イ
ラ

ス
ト

レ
イ

テ

ッ
ド

・
ロ
ン
ド

ン

・
ニ
ュ
ー
ズ
』

(以
下
1
L
N
)

は

書

い
て

い
る
。

ち
な
み
に
、
市

川
渡
の

『
尾
縄
欧
行
漫
録
』

に

「
四
月
三
日

朝
小
雨
後
晴

今
巳
碑

〔
午
前
十
時
〕

ヨ
リ
御

三
使
展
観
場

二
行
カ

ル
」

と
あ

る
の



を
思

い
出
し

て
お

こ
う
。

十
二
時
三
十
分
に
、
会
場

の
西
ド
ー

ム
の
下

で
開
会
式

は
は
じ
ま

っ
た
が
、

こ
の
万
博
開
催

の
最
も
中
心
的
役
割
を
果

た
し
て
き

た
ア

ル
バ
ー
ト
公
が
世
を
去
り
、

女
王
は
喪
中

に
あ

っ
て
、

い
っ
さ

い
の
公
務
を
避
け

て
い
た
た
め
に
、
女
王

の
い
と

こ
で
あ
る
ケ

ン
ブ
リ

ッ
ジ
公
爵

が
代
わ

っ
て
、
開
会
を
宣
言
す
る

こ
と
に
な

っ

た
。
し

た
が

っ
て
、

一
入
五

一
年
万
博

の
開
会
式

の
華
や
か
さ
は
な

い
。

た
だ
五

一
年

に
は
な
か

っ
た
こ
と
が
、

六
二
年
万
博
開
会
式
典

で
は
大

々
的

に
演
出
さ
れ

た
。

一
つ
は
、
開
会
を
宣
言
す

る
台
座

の
背
景
と
し

て
設
え
ら
れ
た
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
と
、
何
百
人
も

の
男
女

で
編
成

さ
れ
た
大
合
唱
団
。
そ
し

て
も
う

一
つ
は
、
式

典

終
了
後

に
行
な
わ
れ
た

「
ピ
ク
チ

ャ
ー

・
ギ

ャ
ラ
リ
ー
ズ
」

へ
の
大
行
進

で
あ
る
。

先

の

『
尾
縄
欧
行
漫
録
』
か
ら

は
、
使
節
団

一
行

の
う
ち
三
使
だ
け

が
こ
の
開
会
式
典

に
出
席
し

た
か
の
よ
う

な
印
象

を
受
け
る
が
、

「進
物

取
次

上
番
格
御
普

請
役
」
と
し
て
使
節
団

に
加
わ

っ
た
益
頭
駿
次
郎

の

『欧
行
記
』
に
よ
れ
ば
、
「
三
使
井
外
国
組
頭
通
詞

一
人
英
人
ト
ナ

ル
ト
」
が

「
展
観
場
」

へ
赴

い
た
と
あ
る
。

「
英
人
ト
ナ

ル
ト
」
は

マ
ク
ド
ナ

ル
ド
、
そ
し
て
外
国
組
頭
は
柴

田
貞
太
郎

だ
。
通
詞

(通
訳
)
は
、
若
き
日

の
福

沢
諭
吉
を
含

め
て
六
、
七
名

い
た

が
、

こ
こ
で

は
そ
の
な
か

で
格

が

一
番
上
だ

っ
た
福

地
源

一
郎

(桜
痴
)
と
考
え

る
べ
き
だ
ろ
う
。

マ
ク
ド
ナ

ル
ド
を
除

い
て
五
名

に
な
る
。

し
か
し
、

マ
ク
ド
ナ

ル
ド

の
手
記

に
は

「
四
名

の
主
要
役
職
者
」

が
三
使

の
伴
を
し

て
会
場
に
赴

い
た
と
あ
り
、
そ
し
て
ま
た
あ
と
か
ら
も
明
ら
か
に
な
る
よ
う

に
、
万
博
開
会
式

に
招
か
れ
た
の
は
、
七
名
だ
。
残
り

の
二
名

の
う
ち

一
人
は
、
医
師
と
し
て
使
節
団
に
加
わ

っ
た
高
島
祐
啓

で
あ
る

こ
と
は
ま
ず
間
違

い
な

い
。

高
島

は
得
意

の
ス
ケ

ッ
チ
に
よ

っ
て
イ
ラ

ス
ト
を
施
し
た

『
欧
西
行
紀
』

(慶
応
三
年
)

の
中

で
、

ロ
ン
ド

ン
に
着

い
た
翌
日

の
こ
と

で

「
未

タ
休
息

ノ
間

モ
ナ

カ

リ
シ
カ
王
命

二
因

テ
展
観
場

二
行

ケ
リ
」

と
述

べ
、
そ

の
と
き

の
見
聞
を
詳
細
に
書
き
記
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
最
後

の

一
人

は
、
お
そ

ら
く

「
御
勘

定
」

の
日
高
圭
三
郎

と
い
う

こ
う

に
な
る
だ
ろ
う
。

彼
ら
七
名

の
使
節
団
代
表

を
式
場

へ
案
内
し
た

マ
ク
ド
ナ

ル
ド
に
よ
る
と
、
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一
行
は
暖

い
歓
迎
を
受
け
て
、
列
国
外
交
団

の
間
に
設
け
ら
れ
た
座
席

へ
案
内
さ
れ
た
。
席

に
着
く
ま

で
は
、
使
節
団
閣
下

は
目
を
あ
げ

て
辺
り
を
見
ま
わ
し
た

り
、
彼
ら

が
入
場
し
て
き
た
巨
大
な
建
造
物

に

つ
い
て
感
想
め

い
た
こ
と
を
述

べ
た
り
は
し
な
か

っ
た
。
身
廊
を
歩

い
て

い
る
あ

い
だ
、
彼
ら
は
好
奇
心
を
示
し

た
り
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
威
厳
を
害
う

こ
と
を
気

に
し
て

い
る
よ
う
す

で
あ

っ
た
。
だ
が
、

い

っ
た
ん
席

に
着
き
、
絶
対

に
手
離
す

こ
と

の
な

い
扇
子
を
取
り

一
入
六
二
年
ロ
ン
ド
ン
万
国
博
覧
会
場
の
幕
末
使
節
団

(
こ



一
入
六
二
年
ロ
ン
ド
ン
万
国
博
覧
会
場
の
幕
末
使
節
団

(
一
)

出
す

と
、
閣
下

た
ち
は
諸

々
の
高
官
た
ち

の
挙
動
を
ち
ら
ち
ら
と
見
や
り
な
が
ら
、

美
し
さ
に

つ
い
て
の
感
想
を
述

べ
た
り
ま
で
す

る
の
で
あ

っ
た
。

(六

一
八
)

す
ぐ
隣
り

の
異

っ
た
席

に
い
る
人
の
こ
と
を

た
ず

ね
た
り
、
建
物

の
広
さ
や

七
名

の
使
節
団
代
表

に
と

っ
て
、
初
め
て
ま
の
あ
た
り
に
し

た
西
洋
音
楽

の
印
象
は
ど
う

で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
や
大
合
唱
団
の
演
奏

に
は
、

き

っ
と
驚

異
の
目
を
見
は

っ
た
に
違

い
な

い
の
だ
が
、
な
か
で
も
ヴ

ァ
イ
オ
リ

ン
奏
者

た
ち

に
は
、
格

別

の
関
心
が
向
け
ら
れ
た
よ
う

だ
。
そ
れ
か
ら
、

「
演
奏
者

た
ち

の
前

に
立

っ
て
棒
を
振

る
」
指
揮
者

の
身

ぶ
り
は
、
彼
ら

に
と

っ
て
よ
ほ
ど
滑
稽
に
見
え

た
ら
し
く
、
「
閣

下
た
ち

は
扇
子
を
指
揮
棒

に
見
立

て
て
、

〔指

揮

者
〕

コ
ス
タ
氏

の
動
作
を
ま
ね
て
」
面
白

が
っ
て

い
た
、

と

い
う

こ
と
で
あ
る
。

演
奏
全
体

と
し

て
の
印
象

は
?

そ
し

て
イ
ギ
リ

ス
の
音
楽

と
日
本

の
音
楽

と
を
比
べ
て
ど
う
思
う

か
、
と

い
う

質
問
に
対
し
て
は
、
三
使
ら
は

「
全
体
と
し
て

の
情
景
は
ま
こ
と
に
感
銘
深

い
。
そ
し

て
音
楽
も
す
ば
ら
し
く
壮
大

で
あ
る
。
た
だ
と
き

ど
き
音
が
高

す
ぎ
る
と
思
う
。
」
と
答

え
て

い
る
。

こ
の
段
階

で
は
も

ち

ろ
ん
、
イ
ギ
リ

ス
の
音
楽
と
日
本

の
音
楽
と

の
比
較
、
優
劣

の
論
議
は
、
論
外

で
あ

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
三
使
ら

は
そ

の
問
題

に
つ
い
て
は
言
を
避
け

て
、
両
者

ゆ

の
間

に
は
あ
ま
り

に
も
違

い
が
あ
り
す
ぎ
る

こ
と
を
、
実
感

と
し
て
洩
ら
し
た
だ
け

で
あ

っ
た
。

「
イ
ギ
リ

ス
の
音
楽
は
、
日
本

で
は
と
う

て

い
理
解
さ

れ
ま
す

ま

q

い
。

日
本

の
音
楽
も
イ
ギ
リ
ス
で
は
理
解
さ
れ
ま
す
ま

い
。

で
も
両
方

と
も
甚
だ
立
派
で
あ
る
点

で
は
同
じ
だ
。
」

こ
の
日
の
行
事
を
終
え
て
ホ
テ

ル
に
戻

っ
た
三
使
ら
は
、

「
…
…
ま

た
音
楽
等

の
演
奏
が
あ

っ
て
、
そ

の
喧

騒
の
さ
ま

は
、
言

い
よ
う

の
な

い
も

の
で
あ

っ
た
」

と

い
う
感

想
を

お
も
ち

で
あ

っ
た
、

と

『
尾
縄
欧
行
漫
録
』
四
月
三
日

(五
月

一
日
)

の
項

に
記

さ
れ
て

い
る
。

三

ピ

ク

チ

ャ
ー

・
ギ

ャ

ラ

リ

ー

ズ

六
二
年
万
博
開
幕

の
日
の
最
大

の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
は
、
式
典
終
了
後

に
お
け
る
ピ
ク
チ

ャ
i

・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ズ

へ
の
大
行
列

で
あ

っ
た

(
図
3
)
。

こ
の
行
列
は
、
国
際
的
友
好
気
分
を
盛
り
上
げ

る
点

で
き
わ
め
て
効
果
的

で
あ

っ
た
。
行
列
に
加
わ

っ
た
列
国

の
高
官

・
貴
族

の
群
れ

の
な
か
に
は
、
先
に
言

っ

た
使
節
団
を
代
表
す

る
七
人
の
サ

ム
ラ
イ
姿
も
鮮

明
に
映

っ
て

い
て
興
味
深

い
。
ま
さ
に
日
本
と
西
洋

と
の
交
流

の
黎
明
期
に
お
け
る
歴
史
的
な

ひ
と
こ
ま
が
、

こ



一
入
六
二
年

ロ
ン
ド
ン
万
国
博
覧
会
場
の
幕
末
使
節
団

(
一
)

図3ピ クチ ャー ・ギ ャラ リーズへの行進

こ
に
見
事

に
表
象
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
万
博

の
文
化
史

の
観
点
か
ら
考
え

て
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
重
要
な

点
は
、

ピ
ク
チ

ャ
ー

・
ギ

ャ
ラ
リ
ー
ズ
と

い
う

の
が
、
そ
も
そ
も
何
か
、
と

い
う
問
題

で
あ
ろ
う
。
図

に
見
る
よ
う
な
大
行
列
を
迎
え
入
れ
る
空
間

で
あ

る
か
ら

に
は
、
き

っ
と
格
別

の
魅
力
あ
る
見
世
物

が
用
意

さ
れ
て

い
る
展
示

場
で
あ

っ
た
に
違

い
な

い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
ま
ず
思

い
出
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
あ
る
。
そ

の

第

一
は
、
イ
ギ

リ

ス
に
お
け

る
万
博
開
催

の
推
進
役

を
果

た
し

た

の
は
、

「
美
術
協
会

」

で
あ

っ
た
と

い
う

こ
と
。

正
式

の
名

称
は

「
美
術

・
製
造

・

商
業
奨
励
王
立
協
会
」

(昏
①
幻
o
蜜
巴

ω
0
9
①
な

{
o
「
けゴ
Φ
国
昌
8

霞
鋤
ひq
o
日
o
づ
け

o
{
〉
詳
ρ
ζ
き

⊆
貯
9
霞
①
ω
鋤
口
匹
O
o
ヨ
ヨ
臼
o
①
)

で
、

一
七
五
四
年

に
創

設
、

一
八
四
三
年

に
ア

ル
バ
ー
ト
公
が
会
長
に
就
任

(
一
八
六

一
年
、
逝
去

の
と

き
ま

で
在
任
)
し
、

四
七
年

に
勅
許
が
授
け
ら
れ
て

「
王
立
美
術
協
会
」
と

な
る
。

ア

ル
バ
ー
ト
公

が
当
初

か
ら
万
博
と
密
接

に
関

わ

っ
た

の
に
は
、

こ

の
よ
う
な
背
景
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
も
う

一
つ
思

い
出
し
て
お
き
た
い
の
は
、
五

一
年

万
博
を
開
く

の

に
際
し

て
、
美
術
協
会

が
掲
げ

た

モ
ッ
ト
ー
は
、
「
美
術

と
デ
ザ
イ

ン
の
産

業

へ
の
適
用
を
高

め
る
こ
と
」

で
あ

っ
た
。
美
術

の
中

に
は
、
当
然
絵
画
が

含
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
五

一
年

万
博

「
美
術
」

部
門
は
、
彫
刻
、
模
型
、
造
形
美
術
だ
け
に
よ

っ
て
成
り
立

ち
、
絵
画

・
版

(111)



一
入
六
二
年

ロ
ン
ド
ン
万
国
博
覧
会
場
の
幕
末
使
節
団

(
こ

画
は
い

っ
さ

い
除
外
さ
れ
て

い
た
。
し
か
も
、
美
術
部
門
を
代
表
す
る
彫
刻

と
い
え
ど
も
、
本
当

に
美
術

の
名
に
値
す
る
作

品
は
、
ほ
と
ん
ど
な

い
と

い
っ
て
よ

い

よ
う
な
状
態

で
あ

っ
た
。
辛
う
じ
て
当
時
プ

ロ
シ
ア

の
首
都

ベ
ル
リ

ン
か
ら
送
ら

れ
て
き

た
キ

ス
作

の

『
ア

マ
ゾ

ン
』
、

ア
メ
リ
カ

の

ハ
イ
ラ

ム

・
パ
ワ
ー
ズ
作

の

ユ
セ
テ
ィ
リ
テ
ィ

『
ギ
リ
シ
ャ
の
奴
隷
』
な
ど
が
人
気
を
呼
ん
だ
が
、
あ
と
は
見

る
べ
き
も

の
が
な
か

っ
た
。

「
実

用

性
」
を
偏
重
し

て
、

「美
」
を
軽
ん
じ

た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な

い
。

コ

入
五

一
年

の

〔万
博

に
お
け

る
〕
美
術

は
、
美
学

の
歴
史
を
通
じ
て
、
類
例

の
な

い
趣
味

の
粗
悪
化

を
実
例

で
示
し

た
よ
う

な
も

の
で
、
お
粗
末

で
あ

っ
た
。

(中
略
)
趣
味

の
点

で
大
博
覧
会

か
ち
引
き
出

せ
る
教
訓
が
あ

っ
た
と
す

る
な
ら
ば
、
機
械

か
ぶ
れ
、
金
銭
追
求

の
世
代

の
手
に
な
る
デ
ザ
イ

ン
が
、
下
降
曲
線
を

た
ど
る
よ
う

に
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
、

と
い
う

こ
と
で
あ

る
L

(Y

・
フ
レ
ン
チ
、
二
三
〇
1
三

一
)

と

い
う
酷
評
が
あ
ら

わ
れ
た

の
も
無

理
か
ら

ぬ
こ
と
で
あ

っ

た
。そ

の
後
美
術
協
会
を
中
心
と
す
る
万
博
主
宰
者
側
の
関
心
は
、
民
衆
の
趣
味
の
向
上
ー

「民
衆
の
心
に
趣
味
の
原
理
を
多
少
な
り
と
も
注
ぎ
込
む
こ
と
」
ー

へ
と
向
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。

そ

の
目
的
を
達

成
す

る
た
め
に
は
、
す
ぐ
れ
た
美
術
作
品
に
直
接

に
触

れ
さ

せ
る

の
が

一
番
だ
。
美
術
協
会
に
と

っ
て
は
、

一
入
五
五
年

の
パ
リ
万
博

に
美
術
館

動

(国
×
唱
o
ω置
o
コ
q
巳
〈
Φ
お
色
一①
α
①
ω
じU
Φ
碧

×
〉
#
ω
)

が
建
設
さ
れ

て
好
評
を
博
し
た
の
が
、
大
き
な
刺
激

に
な

っ
た
と
同
時

に
、
羨
望

の
的
に
も
な

っ
た
。

「趣
味

の

q

原
理
を
活
か
す

こ
と
を
堅
実

に
考
え
て

い
た

フ
ラ

ン
ス
政
府
は
、

こ
こ
に
初

め
て
美
術

と
産
業
と
を

一
体
化
さ
せ
た
万
国
博
覧
会

の
手
本
を
わ
れ
わ
れ
に
し
め
し

て

く
れ
た
の
だ
。
」

と
、

1
L
N

(
一
八
五
五
年
五
月
十
日
付
)

は
述

べ
て

い
る

が
、
そ

の
反
面
、
イ
ギ
リ

ス
は
、

フ
ラ

ン
ス
に
対
し

て
強

烈
な
競
争
心
を
燃
や
し

は

じ
め
て
い
た
の
も
事
実

で
あ

る
。

五
五
年

の
パ
リ
万
博

の
美
術
館

に
は
、
イ
ギ
リ

ス
か
ら
送
ら
れ
た
絵
画
、
彫
刻
、
版
画
、
リ
ト
グ

ラ
フ
、
建
築
模
型
な
ど
、
七
七
七
点

の
作
品
が
展
示
さ
れ
た
が
、

こ
の
と
き

の
経
験
は
、

二
年
後

(
一
入
五
七
年
)

に
お
け

る

マ
ン
チ

ェ
ス
タ
i
美
術
名
宝
博
覧
会
開
催

に
向
け
て

の
、
大
き
な
刺
激
と
な

っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
し

て
ま

た
、

マ
ン
チ

ェ
ス
タ
ー
美
術
名
宝
博
覧
会
は
、
六
二
年
万
博
に
お
け
る

ピ
ク
チ

ャ
ー

・
ギ

ャ
ラ
リ
ー
ズ

の
建
設
構
想

に
直
結

し
た
の
で
あ

る
。

ピ
ク
チ

ャ
ー

・
ギ

ャ
ラ
リ
ー
ズ
と

い
う

の
は
、
言
葉
ど
お
り
万
博
会
場
に
設
置
さ
れ
た
絵
画
展

示
場

の
こ
と
だ
。
南
側
ク

ロ
ム
ウ

ェ
ル

・
ロ
ー
ド
に
面
し
た
建
物

の
・王
要
部
に
建
設
さ
れ
た
階
上
桟
敷
全
体
を
占
め
る
。
入
口
中
央
部
を
挾
ん
で
、
右
側

が
イ
ギ
リ

ス
用
、
そ
し

て
左
側

が
諸
外
国
用

の
展

示
場
と
な

っ
て
い
た

(
図

4
)
。
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一
入
六
二
年

ロ
ン
ド
ン
万
国
博
覧
会
場
の
幕
末
使
節
団

(
こ

図

に
見
る
よ
う

に
、

こ
れ
ら
左
右
両
展
示
場

の
末
端
か
ら

一
段
低
く
な

っ
て
直
角
に
折

れ
る
よ
う

な
形

で
、

エ
ク
ジ
ビ
シ

ョ
ン

・
ロ
ー
ド

と
プ
リ

ン
ス

・
ア

ル
バ
ー
ト

・
ロ
ー
ド

(図

1
参
照
)
沿
い
に
も
、
ま
た
長

い
展
示
場

が
設
け
ら
れ

て
い
た
。
そ
し

て
、
油
彩
画
、

水
彩
画
、
版
画
、
美
術
製

品
の
デ
ザ
イ

ン
な
ど
、
内
外
か
ら
集
め
ら
れ
た
お
よ
そ
六
〇
〇

〇
点

の
作
品
が
展
示
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
南
面

の
大
展
示
場

に
は
全
体
的

に
油
彩
画
が
、

そ
し
て
東
西

の
小
展
示
場
に
は
、
水
彩
画
、
戯
画
、

版
画
、
建
築
デ
ザ
イ

ン
等
が
割
り
当

て
ら
れ
た
。

こ
の
大
展
示
会
場

に
イ
ギ
リ
ス
側
か
ら
出
品
さ
れ
た
絵
画
は
、

一
四
〇

〇
点
。

一
七
六

二
年
か
ら
万
博
開
催
年

の

一
八
六
二
年

ま
で
の
百
年
間

に
活
躍
し

た
画
家

た
ち

の
作
品
を
、

選
択

の
対
象

と
し
た
。

そ
こ
で
イ
ギ
リ
ス
の
ピ
ク
チ

ャ
ー

・
ギ

ャ
ラ
リ
ー
ズ
に
ま

っ
先

に
掲
げ

ら
れ
た
の
は
、

ウ
ィ
リ
ア

ム

・
ホ
ウ
ガ
ー
ス

(
一
六
九
七
-

一
七
六
四
)

の
、
『
パ
グ
を

つ
れ
た
自
画
像
』

だ
。
そ

れ
か
ら

『
乞
食

オ

ペ
ラ
』

(六
枚

連
作
)
、

『
フ
ィ

ン
チ

リ
ー

へ
の
守

備
隊

の
行

進
』
、
『
娼
婦

の

一
生
』

(六
枚
連
作

の
う
ち

二
枚
)
、

『
当
世
風

の
結

婚
』

(六
枚
連
作
)
、

『
旅
役
者
』
、
『
放
蕩
者

の

一
生
』

(八
枚
連
作
)
等

々
が

つ
づ
く
。

こ
れ
ら

の
作
品
と
並

ん
で
、
キ

ャ
プ

テ

ン

(ト

マ
ス
)
・
コ
ー
ラ

ム
の
肖
像
画
が
展

示

さ
れ
て

い
た

こ
と
に
も
注
意
を
向
け

て
お

こ
う
。

「
ト

マ
ス

・
コ
ー
ラ

ム
捨

て
子
養
育
院
」

の
創
設

(
一
七
三
九
ー
四
〇
)
者
と
し
て
知
ら
れ
る
人
物

で
あ

る
。
彼

の
慈
善
事
業

に
全

面
的
に
協
力
を
惜
し
ま
な
か

っ
た
ホ
ウ
ガ
ー

ス
は
、
養
育
院

の
た
め
に

『
フ
ィ
ン
チ

リ
ー

へ
の
守
備
隊

の
行
進
』
を
寄
贈
し
た
。

そ
し

て
の
ち
に
、
ト

マ
ス

・
コ
ー

ラ
ム
の
業
績
を

(113)



一
入
六
二
年
ロ
ン
ド
ン
万
国
博
覧
会
場
の
幕
末
使
節
団

(
一
)

顕
彰

し

て
、

肖

像

画

を

贈

っ
た

の
で
あ

る
。

ホ

ウ

ガ
ー

ス

の
あ

と

は
、

イ

ギ

リ

ス
十

入
世

紀

に

お
け

る
肖

像

画

の
巨
匠

と
し

て
並

び
称

せ
ら

れ

る

ジ

ュ
シ

ュ
ア

・
レ
ノ

ル
ズ
と

ト

マ
ス

・
ゲ
イ

ン
ズ

ボ

ロ
の
作

品

が

つ
づ
き

、

ヘ

ン
リ

ー

・
フ

ユ
ゼ
リ

ー
、

デ
ィ

ヴ

ィ

ッ
ド

・
ウ

ィ

ル
キ
ー

、

J

・
M

・
W

・
タ

ー

ナ

ー

、

ウ

ィ

リ

ア

ム

・
エ
テ

ィ
、

ジ

ョ
ン

・
コ
ン

ス
タ
ブ

ル
と

い

っ
た
画

家

た

ち

の
作

品

が
並

ぶ
。

一
八

五

七

年

の

マ
ン
チ

ェ
ス
タ
ー

美

術
名

宝
博

覧

会

に

お
け

る

と
同
様

、

こ

こ

で
も

以
上

の
よ
う

な

万

博

開
催

時

点

で
物

故

し

て

い
た

巨
匠

た
ち

の
作

品

と
生
存

中

の
画

家

た

ち

の
作

品

は
、

区

別
し

て
展

示
さ

れ

て

い
た
。

生

存

中

の
大
物

画

家

た
ち

と

し

て
は

、

ウ

ィ
リ

ア

ム

・
マ
ル
リ

ー

デ

ィ
、

チ

ャ
ー

ル
ズ

・
ス
タ

ン
フ
ィ

ー

ル
ド
、

ダ

ニ

エ
ル

・
マ
ク
リ

ス
、

チ

ャ
ー

ル
ズ

・
イ

ー

ス
ト

レ
イ

ク
、

ウ

ィ
リ

ア

ム

・
パ
ウ

エ
ル

・
ブ
リ

ス
、

エ
ド

ウ

ィ

ン

・
ラ

ン
シ

ア
、

な

ど
を
数

え

る
。

そ

し

て

ラ

フ
ァ

エ
ル
前

派

の
画

家

た
ち

の
な

か

か
ら

は
、

ジ

ョ
ン

・
エ
ヴ

ァ

レ

ッ
ト

・
ミ

レ
イ

、

ホ
ウ

ル

マ

ン

・
ハ
ン
ト

、

フ
ォ

ー
ド

・
マ
ド

ッ
ク

ス

・
ブ

ラ
ウ

ン
、

　

　

ア
ー
サ
ー

・
ヒ

ュ
ー
ズ
等

が
選
ば
れ
て

い
た
。
ま
さ
に
イ
ギ
リ

ス
画
壇

の
歴
史
を
ま

の
あ
た
り
に
観
る
教
育
的
な
配
慮

が
な
さ
れ
て

い
た
わ
け
だ
が
、
そ

の
壮
観
を

こ
こ
に
伝
え
る

こ
と
は
、

と
う
て

い
不
可
能

で
あ
る
。
す

で
に
述

べ
た
ホ
ウ
ガ
ー

ス
の
作
品
を
除
き
、

ほ
ん
の
数
例

だ
け
を
選
び
出
し
て
参
考
に
供
す
る

こ
と
に
し

⑳q

よ
う
。

ま
ず

は

レ
ノ
ル
ズ

の

『
ペ
ノ

ロ
ピ

・
ブ
ー

ス
ビ
ー
』
。
子
ど
も

の
画
像

と
し
て
話
題
性

に
富

む
作

品
だ
。
特

に

『グ

ラ

フ
ィ

ッ
ク
』
誌

に
再
録
さ
れ
て
、
雑
誌

の

売
行
き
を

一
気

に
六
〇
万
部

に
ま

で
上
昇
さ
せ
た
と

い
わ
れ
る
、
J

・
E

・
ミ

レ
イ

の

『
熟
れ
た
さ
く
ら

ん
ぼ
』

(
一
入
七
九
、

『グ
ラ

フ
ィ

ッ
ク
』
誌

に
再
録

は

一

入
八
〇
)

の
原
型

と
な

っ
た
作
品
と
し

て
、
興
味
深

い
。
次

に
私

が
注
目
し

た

い
の
は
、
W

・
P

・
ブ
リ

ス
の

『
ラ

ム
ズ
ゲ
イ
ト

の
砂
浜
』

(
一
八
五
四
)

だ
。
彼

が

「
現
代

の
生
活
風
景
」

を
描

い
て
成
功
し
た
最
初

の
作
品

で
、
あ

と
に
ヴ

ィ
ク
ト
リ
ア
朝
社
会

の
縮
図

と
も

い
う

べ
き

『
ダ
ー

ビ
i

.
デ
ー
』

(
一
八
五
入
)
と

『鉄
道
駅
』

(
一
八
六
二
)

へ
と

つ
づ
く
。

そ
し
て
も
う

一
つ
注
目
し
た
い
の
は
、
J

・
E

・
ミ

レ
イ
、
ボ
ウ

ル
マ
ン

・
ハ
ン
ト
、
F

・
M

・
ブ
ラ
ウ

ン
等
、
ラ
フ
ァ

エ
ル
前
派
を
代
表
す

る
画
家

た
ち
と
並

ん
で
、

ロ
バ
ー
ト

・
プ

レ
イ

ス
ウ

ェ
イ
ト

・
マ
ー
テ
ィ
ノ
ウ

の

『
わ
が
家
で

の
最
後

の
日
』
が
、

こ
の
万
博

に
初
め
て
出
品
さ
れ
て
脚
光
を
浴
び
た
と
い
う

こ
と

で

あ
る
。
酒

と
博
変

で
身
上
を

つ
ぶ
し
た
放
蕩
者
が
、

わ
が
家
を
手
放
す
羽
目
に
な

っ
た
日
の

一
家

の
あ
り

さ
ま
を
描

い
た
作
品

で
あ

る
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
を
代
表

す
る
物
語
絵

の

一
つ
と
し
て
、
今
で
も
評
判
が
高

い
。



一
八
五
七
年

に

マ
ン
チ

ェ
ス
タ
ー

で
美
術
名
宝
博
覧
会

が
開
か
れ
た
頃

に
は
、
ラ

フ
ァ

エ
ル
前
派
に
対
す
る
反
感
と
偏
見

が
根
づ
よ
く
は
び
こ

っ
て
い
た
こ
と
を

思
え
ば
、

こ
の
流
派
が
妥
当
な
評
価
を
得
る
ま
で
に
は
、
そ
れ
な
り

の
時
間

が
必
要

で
あ

っ
た
こ
と
は
理
解
で
き
る
。
し

か
し
、

ハ
ン
ト
と
ミ

レ
イ

の
作
品
が
こ
れ

ら
両
方

の
博
覧
会

で
展
示
さ
れ
て

い
た
の
に
反
し

て
、
ダ

ン
テ

・
ゲ
イ
ブ

リ

エ
ル

・
ロ
セ

ッ
テ
ィ
の
名
前
は
、

ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な

い
。

そ
れ
だ
け
彼

の
作
品
は

特
異

で
あ

っ
た
と

い
え

る
の
か
も
し
れ
な

い

六
二
年

ロ
ン
ド

ン
万
博

に
は
、

フ
ラ

ン
ス
は
も
と
よ
り
、
イ
タ
リ
ア
や
、

ス
ペ
イ

ン
、

ス
イ

ス
、
ベ

ル
ギ
ー
、

オ
ー

ス
ト
リ
ア
、

オ
ラ

ン
ダ
な
ど

の
西
欧
諸
国
か

ら
送
ら
れ
て
き
た
美
術
品
が
展
示
さ
れ

て
い
て
、
少
な
く
と
も
そ
の
規
模

か
ら

い
え
ば
、
五
五
年

の
パ
リ
万
博
を
上
回

っ
て
い
た
。

そ
の
壮
観

は
観

る
者
を
圧
倒
せ

ず

に
は
お
か
な
か

っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

当
然
わ
れ
わ
れ
は
、
あ

の
大
行
列

に

つ
ら
な

っ
て
ピ
ク
チ

ャ
ー

・
ギ

ャ
ラ
リ
ー
ズ
入
り
を
し

た
七
人

の
使
節
代
表
が
、

こ
の
光
景

に
何
を
感
じ
た

の
か
。

興
味
を

そ
そ
ら
れ
る
が
、

そ
れ

に

つ
い
て

の
記
録
は
な

い
。
福
沢
諭
吉
の

『
西
航
記
』
に
も
、

こ
の
点

に
関
す

る
記
事

は
見
当
た
ら
な

い
。

た
だ

一
人
、
市

川
渡
だ
け

が
、

四
月
九
日

(太
陽
暦
五
月
七
日
)

の
項

に
、
次

の
よ
う
な

一
文
を
記
し
て

い
る
。
日
本

に
残

さ
れ
た
興
味
深

い
ピ
ク
チ

ャ
ー

・
ギ

ャ
ラ
リ
ー
ズ
印
象

記

と
し
て
、
引

耐α

用
し

て
お

く

こ
と
に
す
る
。

楼
上
ノ

一
場

二
長
凡
百
間
余

ノ
長
廊
ア
リ
テ
此
左
右
壁
上

二
山
水
天
仙
人
物
禽
獣
花
木
果
疏

ノ
画
額
数
千
図
ヲ
掲
グ
。
各
写
真
画

ニ
シ
テ
尤
妙
絶

ヲ
極
メ
タ
リ
。

衆
為

二
奇
ト
称

ス
。
蓋
シ
洋

人
ノ
図
画
タ

ル
只
物

々
真

二
迫

ル
ヲ
以
テ
之

ヲ
尚
ノ
故

二
形
似

ノ
外
別

二
気
韻
伝
神
ノ
ア

ル
所
ヲ
知

ラ
ス
。
鳴
呼
情

シ
ム

ヘ
キ
哉
。

(三
六
〇
、
句
読
点
松
村
)

文
中

の

「
写
真
画
」

は
、
今
流
に

い
え
ば
写
実
画
、

無
知
で
あ

る
と
評
し

て
い
る

の
で
あ
る
。

西
洋

の
絵
画

は
写
実

の
手
法
に
は
す
ぐ
れ
て
い
て
も
、
形
を
超
え
た
気
品
や
神
髄
を
伝

え
る
点

に
お
い
て
は
、

一
八
六
二
年

ロ
ン
ド
ン
万
国
博
覧
会
場
の
幕
末
使
節
団

(
こ



一
入
六
二
年

ロ
ン
ド

ン
万
国
博
覧
会
場
の
幕
末
使
節
団

(
こ

四

日
本
製
品
展
示
場

一
八
六
二
年

ロ
ン
ド

ン
万
博

と
幕
末
日
本

と
の
関
係

に
お
い
て
、
も
う

一
つ
見
落

と
す

こ
と
が
で
き
な

い
の
は
、
会
場
北
東
部

の

一
角

に
日
本
製
品
展
示
場

(
ジ

ャ
パ

ニ
ー
ズ

・
コ
ー
ト
)
が
設
け
ら
れ
て

い
た
、
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

そ
こ
に
は
ど
ん
な
製
品
が
展
示
さ
れ

て
い
た
の
か
、

一
々
細

か
い
品
目
ま

で
と
り
あ
け
る

こ
と
は
で
き
な

い
が
、
九
種
目
か
ら
な
る
分
類

に
よ

っ
て
、
そ

の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
て
お
く

こ
と

に
し
よ
う
。

A

.
漆
器
、
漆

塗
り
木
製
品
、
象

眼
、
蒔
絵
細
工
、
な
ら
び
に
象
牙
、
貝
殻
、
亀
甲
等

の
漆
塗
り
製
品

(二
三
八
点
)

B

藁

お
よ
び
籠
細
工
品

(五
九
点
)

C
.
陶
器
、
磁
器
、
な
ら
び
に
陶
磁
器
具

(入
六
点
)

D
.
青
銅

お
よ
び
鉄
製
品

(
=
二
四
点
)

E
.
紙
製
品
-

原
料
-
部
屋
紙
-
書
道
用
紙
ー

ハ
ン
カ
チ
用
紙
-
包

紙
-
皮
紙
ー
紙
張
子
等

(
一
九
点
)

F
.
織
物
ー
絹
ち
り
め
ん
1
絹
と
編
子
1

つ
づ
れ
織
り
ー
染
柄
綿
織
物
-
樹
皮
製

の
衣
料
品

(二
〇
点
)

G
.
美
術
品
-
象
牙
、
木
材

・
竹
材
製

品
-
絵
画
-
挿
絵
作
品
-
石
版
刷
り
絵
画
-
印
刷
物
-
模
型

(
一
六
点
)

H
.
教
育
用
品
と
用
具
1
科
学
教
本
ー

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
風

の
書
籍
な
ら
び
に
諸
種

の
道
具
-
玩
具
類

(=
=

点
)

1
.
そ

の
他

(二
〇
点
)

総
合
計
六
二
三
点

に
及
ぶ
日
本

の
展
示
品
に

つ
い
て
、

一
八
六
二
年
五
月
十

日
付

の
I
L
N
は
、
次

の
よ
う

に
報
じ
て

い
る
。

日
本
と
中
国

〔
の
展
示
場
〕

へ
は

(中
略
)
ほ
ん

の

一
跨
ぎ
だ
。

み
ん
な

が
日
本
を
目
ざ
し

て
進
ん
で
行

っ
た
。
最
近
当
地
を
訪
れ
た
使
節
団

の

】
部
を
な
し
て

い
る
と

い
う

こ
と
を
、
漠
然
と
考
え
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
今

の
と
こ
ろ

は
、
そ

の
期
待
が
満
た
さ
れ
た
と
は
明
言
し
難

い
。
た
だ
し
、
偉
大
な
前
途
が

開
け
る
可
能
性
は
十
分
だ
。

(116)
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一
八
六
二
年

ロ
ン
ド
ン
万
国
博
覧
会
場
の
幕
末
使
節
団

(
一
)

図5日 本の展示場

開
会
式

に
臨
ん
だ
七
名

の
代
表
ば
か
り

で
な
く
、
連

日
万
博
会

場
を
訪
れ
る
使

節
団

の
面

々
は
、
よ
ほ
ど

の
物
珍
し

い
エ
グ
ゾ
テ

ィ
シ
ズ

ム
を
醸

し
出
し
て
い
た

の
だ
ろ
う
。
日
本

の
展
示
品
は
、
そ
の
点

で
使
節
団

の

「
見
世
物

」
的
価
値

に
及

ば
ず
、
期
待
は
ず
れ

の
感

が
あ

っ
た
こ
と
を
、
1
L
N
は
皮
肉
混

じ
り
に
指
摘

し

て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
う

い
え
ば
、
九
月
二
十

日
付
け

の
ー
L
N
に
あ
ら
わ
れ
た
日
本
展
示
場
風
景

(図

5
)
も
、
他

の
展
示
場

の
賑
わ

い
と
は
比
較
に
な
ら
な

い
ほ
ど
、
ひ

っ
そ
り
と
し

た
感
じ
だ
。
五
月
十
四
日
に
万
博
会
場
を
訪
れ
た
福
沢
諭
吉

は
、
こ

の
日
本
展
示
場

を
見
て
、
こ
う
書

い
て

い
る
。

「場
中

の

一
局

に
日
本

の
品
物
を
集

た
る
所
あ
り
た

れ
ど
も
、
物

の
数
甚
少
し
。
唯
漆
器
、
陶
器
、
刀
剣
、
紙
類
、
其
外
小
細

工
物

の
み
。
(中

恥

略
)
日
本
品
は
外
国

に
比
す
れ
ば
其
数
基
少
し
と
錐
ど
も
、
総
品
物

の
価

二
十
余
万

q

両
な
り
と
云
。
」

(三
三
)
ま
る
で
他
人
事

の
よ
う
な
、
突
き
放
し

た
見
方

で
あ
る
。

し
か
し
、
福

沢
よ
り

一
足
早
く
、
五
月
七

日
に
万
博
を
見
学
し

た
市

川
渡

の
見

る
眼
は
異
な

っ
て

い
た
。

又

一
所

二
我
邦

ノ
百
貨
物
ヲ
聚

メ
タ

ル
ア
リ
。

甲
冑

ノ
具
足
、

鎖
衣
、
弓
箭
刀

鎗
等
ア
リ
。

又
書
籍
画
図
ア
リ
。
又
男
女

ノ
衣
服
及
火
場
装
衣

ア
リ
。
挑
灯
、

蓑
笠
、
油
衣
傘
、
履
物

ア
リ
。
又
陶
器
、
漆
器
、
銅
鉄
器
等

ア
リ
。
其
他
諸
雑

コ

マ

モ

ノ

品
、
星
貨
物
等
、
枚
挙

二
逞
ア
ラ
ス
。
此
中
ロ
バ
漆
器

ノ
精
巧
ナ

ナ

ル
ノ
ミ

ハ
万

国

ノ
貨
物
中

二
於
テ

モ
亦
類
ヒ
ナ
ク
見

エ
タ
リ
。

(三
五
九
、
句

読
点
松
村
)



扁
入
六
二
年

ロ
ン
ド

ン
万
国
博
覧
会
場
の
幕
末
使
節

団

(
一
)

福
沢
の

「物

の
数
甚
少
し
。
」

と

い
っ
た
見
方

と
、
「
枚
挙
逞

ア
ラ

ス
」
と

い

っ
た
市
川

の
見
方

の
相
違
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
先

に
列
挙
し
た
よ
う

な
九
項

に
分

類
さ
れ
た
展
示
品
を
総
括
的

に
要
約
し
て

い
る
点
で
も
、
市
川

の
観
察

は
興
味
深

い
の
で
あ
る
。

だ
が
、
万
国
博

に
お
け
る
日
本
製

品

の
初
登
場
に
関
し

て
、
最
も
注
目
す

べ
き
論
評
を
く
だ
し
て

い
る
の
は
、
淵
邊
徳
蔵

で
あ
ろ
う
。
使
節

団
の
出
航
後

に
幕
府

の
命
を
受
け
て
、

一
入
六
二
年
三
月
二
十

一
日
に
森
山
多
吉
郎

と
と
も
に
江
戸
を
出
発
、
五
月
三
十
日
に

ロ
ン
ド

ン
で

一
行

と
合
流
し
、
翌
三
十

一
日
に
三
使

に
随

っ
て
万
博
会
場
を

訪
れ
て

い
る
。

こ
の
日
の
見
聞

を

『
欧
行

日
記
』
に
述

べ
る
な
か
で
、
淵
邊

は
博
覧
会

に
お
け

る
日
本
製
品

の
展
示
に

つ
い
て
、
ま
ず

そ
れ

が
駐
日
イ
ギ
リ

ス
公
使

の
オ
ー

ル
コ

ッ
ク

の
発
案
に
よ

る
も

の
で
あ

っ
た

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

オ
ー

ル

コ
ッ
ク
は
、
使
節
団
派
遣

の
前

の
年
か
ら
日
本

の

「
産
物
を
展
覧
場

に
出

す

べ
き
由
を
政
府

に
申
し
出
」

て
い
た
と

い
う

こ
と
で
あ
る
。

最
初

の
部
分
で

ふ
れ
た
よ
う

に
、
イ
ギ
リ
ス
の
美
術
協
会
と
し

て
は
、

一
入
五

一
年

の

ロ
ン
ド

ン
万
博
開
催
後
、
第
二
回
目

の

ロ
ン
ド

ン
万
博
を

一
入
六

一
年

に

開
催
す

る
予
定

だ

っ
た
の
が
、
仏
填
戦
争

の
影
響
で

一
年
延
期

せ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
。
幕
末
使
節

団
派
遣

の
時
期
と
重
な

っ
た
こ
の
偶
然
を
利
用
し
て
、
使
節

団
代
表
を
万
博
開
会
式
典

に
参
加
さ
せ
る
と
と
も
に
、

日
本
製

品
を
展
示
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
日
本

の
国
際
舞

台

へ
の
進
出
を
図
ろ
う

と
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
オ
ー

ル
コ
ッ
ク

の
勧
め
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
時

の
政
府
は
万
博

の
何

た
る
か
を
知

る
由
も
な
か

っ
た
し
、
ま
た
そ
れ
に
積
極
的

に
取
り
組
む
余
裕
も
気

力
も
な
か

っ
た
。
結
果
と
し
て
、
『
太
君

の
都
』
第
十
五
章

に
述

べ
ら
れ
て

い
る
よ
う

に
、

オ
ー

ル
コ
ッ
ク
が

一
人

で
展
示
す

べ
き

品

々
の
蒐
集

に
奔
走
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な

っ
た
。
彼
は
何
よ
り
も

「
多
く

の
精
選
さ
れ
た
逸
品
か
ら
成
る
漆
器
、
磁
器
、
青
銅
製
品
の
見
本

を
万
国
博
覧
会

に
送
り
、
そ
れ
ら

が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の
最
高
級

の
細
工
品
と
の
綿
密
な
比
較

の
テ

ス
ト
に
ど
れ
だ
け
堪
え
得

る
か
を
見

て
も
ら

い
た
か

っ
た
」

の
で
あ

る
。
そ
し

て
彼

は
、
自
分

の
し
た

こ
と

が
、

「
決

し
て
日
本
人

の
名
誉
を
傷

つ
け

る
よ
う
な
結
果

に
は
な
ら
な
か

っ
た
と
思
う
」
と
、
自
負
を
も

っ
て
そ

の
と
き

の
こ
と
を
回
想
し
て

い
る
の
で
あ

る
。

し
か
し
、
万
国
博
覧
会
の
実
情
を
初

め
て
ま

の
あ

た
り

に
見
て
、
覚
醒
を
促
さ
れ
た
淵
邊

は
、
そ

こ
に
ま
ざ
ま
ざ
と
映
し
出
さ
れ
て

い
る
日
本

の
出
お
く
れ
を
痛

切
に
感

じ
と

っ
て

い
る
。
少
し
長
く
な

る
け
れ
ど
も
、
彼

の
真
摯
な
万
博
論
議
に
し
ば
ら
く
耳
を
傾
け
よ
う
。
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元
来
此
展
観

の
企
は
、

う

だ
い

し
ょ
う
か

各
国
の
産
物
を
博
覧
す
る
を
名
と
し
て
宇
内
の
商
頁
来
会
し
、
自
国

の
誇
る

へ
き
産
物
製
造
品
、
器
機
等
を
衆
人

に
見

せ
、
多
く
国
産

の



輸
を
得
、
利
を
招
く

の
為
な
れ
ば
、
此
場

に
品
物
を
出
す

に
も
多
分

の
税
出
し
、
又
遠
海
運
送

の
費
も
不
厭
し
て
偏

に
国
産
を
各
国
人
に
知
ら
し
む

る
を
主

と
す
。

も
し

是
を
以
て
精
選

の
品
を
持
出
し
、
若
観

る
も

の
直
に
買
求
め
ん
と
す

る
あ
れ
ば
、
多
く
売
求

ん
と
す

る
あ
れ
ば
、
売

る
こ
と
を
悦

ふ
也
。
場
を
開
く
も

の
も
、
多

あ
つ
ま

く
産
物

を
出

せ
ば
税
を
得

る
こ
と
多
く
、
就

て
は
観
者
も
又
多
き
故

に
見
料
も
多

分
に
拘
り
、
そ

の
上

に
買
ひ
求

る
も

の
あ
れ
ば
、
皆
其
価
に
従

て
税
を
得

る
故

に
、
互
に
利
を
得

る
な
り
。
本
邦

に
は
未

だ
そ

の
意
を
知
ら
さ
れ
ば
、
産
物
を
他

に
売
弄
す
る
を
悦

は
す
し
て
、
此
粗
物

の
み
を
出
せ
し
な
り
。
是
も
全
く
宇
内

に
交
ら
さ
る
故
な
り
。

(五
〇
、
句
読
点
、
傍
点
、

ル
ビ
ー
松
村
)

近
代
産
業
主
義

の
発
達

に
伴

っ
て
興

っ
て
き
た
万
国
博
覧
会

の
原
理
と
機
構

が
見
事

に
要
約
さ
れ
て

い
る
。
淵
邊

に
と

っ
て
は
、
単
に
展
示
品
数

の
多
少

の
問
題

で
は
な
か

っ
た
。

日
本
は
万
博

の
そ
も
そ
も

の
意

味
を
全
く
弁
え
て

い
な
か

っ
た
こ
と
が
、
問
題
だ

っ
た
の
で
あ

る
。
六
二
年

ロ
ン
ド

ン
万
博
に
は
、
イ
ギ
リ

ス
と

三
十

に
余

る
植
民
地
諸
国

の
ほ
か
、

フ
ラ

ン
ス
、
ド
イ

ツ
、
ベ

ル
ギ
ー
、
オ
ラ

ン
ダ
、

ス
ペ
イ

ン
、

ロ
シ
ア
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
含
め
て
、
四
十
数

ケ
国
が
参
加

し

て
、
自
国

の
誇

る
べ
き
製
品
を
展
示
し
て

い
た
。

こ
の
よ
う

な
国
際
的
交

流
の
実
状
と

「
宇
内

(世
界
)
に
交
ら
さ
る
」

日
本
と

の
間

の
ギ

ャ
ッ
プ

の
大
き
さ
に
、

鋤q

淵
邊
は
大

き
な
衝
撃
を
禁
じ
得
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

で
は
、

日
本

の
展
示
品
を
イ
ギ

リ
ス
側

は
ど
の
よ
う

に
評
価
し

た
の
だ
ろ
う

か
。
少
な
く
と
も

『
一
入
六
二
年

ロ
ン
ド

ン
万
国
博

覧
会
公
式
図
解

カ
タ

ロ
グ
』

(第

一
巻
)

の
解
説
を
見
る
限
り
は
、
非
常
に
好
意
的

で
あ

っ
た
。

日
本
製

品

の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
は
数

が
多

い
上
に
、

ほ
と
ん
ど
未
知

の
国
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
も

の
だ
け

に
、
興
味
深
さ

の
点

で
も
格
別

で
あ
る
。
日
本
人
特
有

の

器
用
さ
に
よ

っ
て
産
み
出
さ
れ
た
産
業

・
美
術
分
野

の
作
品
は
、
き
わ
め
て
多
様

性
に
富
む
。
そ
れ
ら

の
多
く

が

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
最
高
級

の
細
工
品
と

の
比
較

に

堪
え
得

る
ば
か
り

で
な
く
、
他

の
追
随
を
許
さ
な

い
特
性
を
も
多
分

に
そ
な
え
て

い
る
。

マ
ン
チ

ェ
ス
タ
ー
も

バ
ー
ミ

ン
ガ

ム
も
、
ま
た

ロ
ン
ド

ン
、

パ
リ
も

日

本
製
品

の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
中

に
は
、
彼
ら

の
製
造
所

で
は
と
う

て

い
生
産

で
き
な

い
、
あ

る
い
は
事
実
上
販
売

ル
ー
ト
に
乗

せ
ら
れ
な

い
よ
う

な
価
格
で
し
か

生
産

で
き
な

い
よ
う

な
品

々
が
た
く
さ
ん
あ
る

こ
と
に
気
づ
く
は
ず

だ
。

(中
略
)
な

か
に
は
非
常

に
高
価

で
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
見
れ
ば
、
と
て
も
釣
合

わ
な

い
よ
う
な
価
格

で
し
か
入
手
で
き
な

い
も

の
も
あ
る
。
漆
器
、
青
銅
製
品

の
骨
董
-

象
牙

の
細
か

い
彫
り
物
、
刀
剣
、

甲
冑
な
ど
。

(
=

九
)

一
入
六
二
年

ロ
ン
ド
ン
万
国
博
覧
会
場
の
幕
末
使
節

団

(
一
)



一
入
六
二
年

ロ
ン
ド
ン
万
国
博
覧
会
場
の
幕
末
使
節

団

(
こ

こ
の

『
公
式
図
解

カ
タ

ロ
グ
』

の
文
面
は
、
明
ら
か
に
オ
ー

ル
コ
ッ
ク
か
ら

の
情
報
を
踏
ま
え
て
書
か
れ
た
も

の
で
あ
り
、

ま
た
彼
に
対
す

る
オ

マ
ー

ジ

ュ
の
意

図
も
多
分

に
含

ま
れ
て

い
る
こ
と
は
疑

い
得
な

い
。
し

か
し
、
漆
器
、
青

銅
製
品
、
陶
磁
器
、
象
牙
細
工
、
藁

・
籠
細
工
な
ど

の
展
示
品
や
、
そ
れ
を
生

み
出
し
た

日
本
人
職
人

の

「
技

量

の
妙
と
材
料

の
完
壁
さ
」
に
注

が
れ
た
好
奇
心
と
驚
嘆

は
、
偽
り

の
な

い
本
物
で
あ

っ
た
と
考
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

イ
ギ
リ

ス
で

「
ジ

ャ
ポ

ニ
ズ

ム
」

と
い
う
語
が
使
わ
れ
始

め
た
の
は

一
八
九
〇
年
頃

だ
が
、
そ
れ
よ
り
三
十
年
も
前

に
、

ロ
ン
ド

ン
万
博
会
場

に
お

い
て
、

そ
の

波
紋
は
生
じ

て

い
た
と

い
っ
て
よ

い
の
で
あ
る
。

(平
成
十
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
研
究

の

一
部
)

(1
)

(2
)

(3
)

注

一
入
五

一
年

ロ
ン
ド

ン
万
国
博
覧
会

に

つ
い
て
は
、
拙
著

『
水
晶
宮
物
語
ー

ロ
ン
ド

ン
万
国
博
覧
会

冨

臼
』

(リ
ブ

ロ
ポ
ー

ト
、

一
九
八

六
年
。
ち
く

ま
学

芸
文
庫
、

二
〇
〇
〇
年
)
を
参
照
。

一
行

が
出
帆

し

た
あ

と
、
外
国
奉

行
支
配
通
弁
頭
取

の
森

山
多
吉
郎

と
調
役
淵
邊
徳
蔵

が
幕
府

の
命

を
受

け

て
、
帰
国
す

る
オ
ー

ル

コ
ッ
ク
と
同
行
し

て
文
久
二
年
二
月

二
十

一
日
に
江
戸
を
出
発
し
、
五
月

二
日

(
一
入
六
二
年

五
月

三
十

日
)

に

ロ
ン
ド

ン
で
使
節
団
に
加
わ

っ
た
。
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上

・
中

・
下
、
岩
波
文
庫
)

4

市

川
渡

『尾
縄

欧
行
漫
録
』
、

日
本
史
籍
協
会
編

『遣
外
使
節

日
記
纂
輯
』

二

(東
京
大
学
出

版
局
、
昭
和

六
十
二
年
覆
刻
再
刊
)
所
収
。

5

高
島
祐
啓

『欧

西
行
紀
』

(誠
求
堂
、

一
九
六
七
年
)

6

福
沢
諭
吉

『西
航
記
』
、

『福
沢
諭
吉
選
集
』
第

一
巻

(岩
波

書
店
、

一
九
八

一
年
)

7

淵
邊
徳
蔵

『欧
行

日
記
』
、
益
頭
駿
次
郎

『
欧
行
記
』
、

『遣
外

使
節

日
記
纂
輯
』
三

(東
京
大
学
出
版
局
、

昭
和

六
十

二
年
覆
刻
再
刊
)
所
収
。
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